
例えば このような ご事情はありませんか

介護や子の世話を
しながら避難した

202６年(令和８年)

自家消費していた
野菜や米を

作れなくなった

避難によって
家族が離れ離れに

個別の事情に基づいて

東京電力への

直接請求によるよりも

増額されたり

直接請求では

受けられなかった

賠償が受けられる

場合があります

浪江町の皆さんへ

が

浪江町と連携して町県民税の申告会場にADR出張窓口を開設します

弁護士等の専門家とその場で話をして申立てをすることができます

「⾃分も該当するかも」と思った⽅は、下記⽇程で設置する出張窓⼝にお越しください

浪江町以外の方でもご利用できます。税の申告相談をされない方でもご利用できます。

長年 浪江町に居住し
地域との結びつきが強い

＊裏面の和解事例「公表番号２１６１」をご参照下さい

国の機関であるADRセンターでは 無料で話し合いによる解決の仲介をします

ご利用は無料

予約不要

生じた営業損害に対し
直接請求による
賠償では不十分

避難により

健康状態が悪化した

⽂部科学省 原⼦⼒損害賠償紛争解決センター (ADRセンター)
０１２０ー３７７ー１５５（平⽇10:00〜17:00)

浪江町役場 介護福祉課 避難⽣活⽀援係
０２４０ー３４ー０２６０（平⽇ 8:30〜17:15)

・ADR⼿続の流れ
・センターの
事務所・⽀所等

ADR受付時間実施日会場

９：００～１４：３０2月１７日（火）ビッグ
パレット
ふくしま

(郡山市)

９：００～１４：３０2月１８日（水）

９：００～１２：３０2月1９日（木）

ADR受付時間実施日会場

９：００～１４：３０2月２５日（水）

浪江町
役場

９：００～１４：３０2月２６日（木）

９：００～１４：３０３月 ３日（火）

９：００～１４：３０3月 4日（水）

９：００～１４：３０3月１０日（火）

９：００～１４：３０3月11日（水）



第五次追補の追加賠償の増額など、最近の和解事例です

避難先や ご自宅からも利用できます

電 話 オンライン
（Zoom会議）

予約
優先制

対面（福島事務所へ来所）

＊郡山駅東口徒歩５分

平日昼間には時間が取れない方は 平日夜間・土曜窓口 をご利用ください

2月７日（土）１３時～17時

詳細は
こちらから

３月４日（水）１６時～２０時 完全予約制
（先着順）

令和８年3月までの開設日

日常生活阻害慰謝料の増額が認められた事例 公表番号２１43

●申立人：浪江町に居住していた方（原発事故当時５７歳）

公表番号２１６１生活基盤変容慰謝料の増額が認められた事例

● ポイント：被相続人が重度の持病を有していたこと、原発事故後、病院から

退院を求められたため、治療未了のまま退院して避難し、避難先で新たな

病院を探すことを余儀なくされるなど過酷な避難状況にあったこと等が

考慮された。

●申立人：浪江町に居住していたが、原発事故当時は、持病にかかる治療の

ため、緊急時避難準備区域（南相馬市原町区）の病院に一時的に入院して

いた方（被相続人）を相続した方

● 和解内容：平成２３年３月から被相続人が死亡した平成２４年４月までの

日常生活阻害慰謝料の増額分として合計６０万円（平成２３年３月から同年

６月まで３０万円（一時金）、同年７月から平成２４年４月まで月額３万円

（合計３０万円）)の賠償が認められるなどした。

● ポイント：浪江町で生まれ育ち、居住期間が通算して５０年を超えて

いたこと、大学卒業後は地元で教師として勤務していたほか、近隣に

居住する親戚や住民と密に交流して生活していたなど、地域社会と

相当程度の関わり合いがあったこと等の事情が考慮された。

●和解内容：生活基盤変容慰謝料（中間指針第五次追補の定める目安額

２５０万円）の増額分として２０万円の賠償が認められた。

生活基盤の
変容とは

住居があった区域の元の地域社会の機能が低下してしまい、

故郷がかなり変質した状況のことをいいます。

●申立人：原発事故当時、新潟県に居住していたものの、住民票上の住所は

浪江町にあった方

生活基盤変容慰謝料の賠償が認められた事例 公表番号２１58

●ポイント：平成１７年頃から浪江町に居住しており、新潟県には平成２３年

２月から同年１１月までの予定で仕事上派遣されて居住していたにすぎな

いこと、派遣期間終了後は浪江町の住居に戻る予定であったため、住民票

上の住所を移転せず浪江町のままとしていたこと等の事情が考慮された。

●和解内容：住民票上の住所を基準とする生活基盤変容慰謝料２５０万円

（中間指針第五次追補の定める目安額）の賠償が認められた。

日常生活
阻害慰謝料とは

避難等を余儀なくされたことにより、日常の平穏な生活が長期間

妨げられたために生じた精神的苦痛に対する慰謝料です。


